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事前に営業にお問い合わせください。
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板材（単位：mm）

巾500mmｘ長さ1000mm

丸棒材（単位：mm）

長さ1000mm

細丸棒材（単位：mm）

長さ1000mm

厚肉管材（単位：mm）

長さ1000mm

長さ500mm

規　格　表（PC・PC/ABS・PBT）

内 径

外 径

○標準在庫品　＊受注生産品（ご相談ください）

PC・PC遮光黒・PC/GF20 遮光黒・PBT・PBT/GF30 の100t は長さ500mmも受注致します。

250 150 100 70 40 30梱包単位（本）

細丸棒材は梱包単位の販売となります。

製品規格表 ［５］



公　差　表

細丸棒材

板材 呼び厚
項　目

呼び厚
項　目

呼び厚
項　目

呼び厚
項　目

厚み（mm）

t 5 ～ t 6

t 8

t 10～ t 12

t 15～ t 30

t 40～ t 60

t 80～ t 100

+0.9 ～－0

+1.3 ～－0

+1.5 ～－0

+2.5 ～－0

+3.0 ～－0

+5.0 ～－0

巾 500（mm） 長さ1000（mm）

+20.0 ～－0 +15.0 ～－0

丸棒材

厚肉管材

径（mm） 長さ1000（mm）

Φ 20～Φ 40

Φ 45～Φ 60

Φ 65～Φ 100

Φ 110～Φ 200

+2.5 ～－0

+3.5 ～－0
+15.0 ～－0

+4.5 ～－0

+6.0 ～－0

径（mm） 長さ1000（mm）

外径 Φ 70～Φ 150

外径Φ 200～Φ 250

内径Φ 40～Φ 80

内径 Φ 100～Φ 200

－0～+5

－0～+10
+10.0 ～－0

+0～－5

+0～－10

径（mm） 長さ1000（mm）

Φ 6～Φ 17.5 +2.0 ～－0 +20.0 ～－0

改訂：2023年 8月

注．上記公差は目安です。「削りしろ」を確保するため上限を超過する場合があります。

製品公差表


